
 
 
開催協議会名 

 
令和８年第１回雲南警察署協議会 

 
開 催 日 時 

 
令和８年２月３日（火）午後２時から午後４時まで 

出 席 者 協議会委員 ７人 

警 察 署  12人（署長、副署長、総務課長、会計課長、生活安全課長、

地域課長、刑事課長、交通係長２人、警備課長、 

掛合広域交番所長、三成広域交番所長） 

 署長からの

諮 問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諮問事項  令和８年雲南警察署運営指針及び重点目標 

説明概要 

 

○ 令和８年雲南警察署運営指針及び重点目標

の概要 

答  申 

( 意 見 等 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 説明にあったように、高齢者だけでなく、

若い世代が被害に遭っているのを新聞でよく

目にする。若い世代に被害が拡大している理

由をどのように分析しているのか。 

 【警察】 

令和７年の島根県内の特殊詐欺被害は、118

件であり、特殊詐欺とＳＮＳ型投資・ロマン

ス詐欺を合わせた被害額は、約 11億円であっ

た。また、特殊詐欺被害者の高齢者割合は、

約２割であった。若い世代に被害が多くなっ

ている理由は定かではないが、ネットショッ

ピングなどインターネットを利用する機会が

増えているためであると思われる。 

全ての年代の方に向けた被害防止対策を執

らなければならない。 

２ 地元高校生を起用した特殊詐欺被害防止の

ポスター等を作成されているが雲南地域らし

さがあって良い。 

３ 雲南警察署では若い世代から発信している

のがとても良い。 

４ 最近の新聞報道では、被害に遭った経緯が

載っていて、とても分かりやすく、身近に感

じ、自分事として捉えることができる。今後

も報道の仕方を考えてほしい。 

  また、最近はニュースを見たり、新聞を読

む人が少なくなっている。テレビや YouTube

を活用してどのような事案があったのかを経

緯を含めて広報するのが良いのではないか。 

 【警察】 

  どういう手口の詐欺が多いのか分析し、警

察本部では動画を作成し周知するなどしてい

る。今後は警察署でも動画での周知もしてい



きたい。 

５ 電話による被害が圧倒的に多いと思う。住

民としてできることは、まず、知らない電話

番号には出ないということが一番だと思う。

被害の大半が一人で判断していると思う。必

ず相談することを呼びかけることが大切であ

る。 

６ 若い世代は自分の興味のある情報しか取り

に行かないため、自分が当事者だという意識

が薄い。例えば、幼稚園の掲示板に掲示する

と良いと思う。また、以前新聞で特殊詐欺の

手口を一目で分かるように図で掲載されてお

り、とても分かりやすいと思った。 

７ パソコンに迷惑メールが多数届く。中には

開いてみたいと思うようなメールもある。開

いてはだめだと分かっていても開いてみたい

という心理が働く。不審なメールは開いては

いけないということを広めていただきたい。 

８ 若い世代は、長時間インターネットを利用

しており、その分多く危険にさらされている。 

  経験の少ない若者は絶対にだまされてしま

うと思う。 

  インターネットに詐欺の書き込みをした段

階で厳罰になるような法改正がされなければ

この種犯罪は減らないと思う。 

 署長からの 

報   告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項 熊出没時の警察対応 

説明概要 熊出没時の警察の対応について説明 

答 申

(意見等 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 熊には爆竹の音が効果的であると YouTube

で見た。そのため、火薬で音の出るおもちゃ

のピストルを持って山に入っている。 

熊スプレーは至近距離でなければ効果がな

い。 

２ 市役所から熊の出没情報のメールが届くが 

文字で地区名が書かれている。自分は雲南市 

出身なので大体どの辺りか分かるが、夫は雲

南市の出身ではないので、どこのことなのか

分からないと言っていた。地図が貼付されて

いると分かりやすいと思う。 

【警察】 

担当者が集まる会議が定期的にあるので、

情報提供する。 

３ 目撃時に通報するにしても、どこに電話す

れば良いか分からない人もいる。クリックす



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 れば通報できるようなアプリ等の仕組みがあ

れば有効と考える。 

報告事項 

 

 

 前回協議会（11月 20日開催）において委員か

ら出された道路標示の補修に関する意見につい

ての対応結果 

説明概要 ○ 地域警察官からの情報や住民の方からの要

望を受け、交通課員が現地確認し、補修が必

要な場所は警察本部に補修の上申をしてい

る。ただ、全てがすぐに補修できるわけでは

なく、時間を要している場所もある。 

○ 11 月の雲南警察署協議会で指摘のあった大

東町の横断歩道については、昨年 12月中に現

場確認をして、警察本部に補修の上申し、事

故があってはいけないので、早急な補修につ

いて働きかけを行っている。 

答 申

(意見等 ) 

 

１ 警察署協議会の委員が補修の必要な場所を

連絡する必要があるか。 

 【警察】 

  特に委員の方から連絡していただく必要は

ない。住民として必要と認める場合は連絡を

お願いする。 

２ 横断歩道の補修について現状説明をいただ

いたが、地域の方にも話して良いか。また、

多くの皆さんに伝えるべきなのか。 

 【警察】 

  地域住民の方々にお話ししていただきた

い。 

ただ、多くの方に伝えなければならないと

言うものではないので、周りの方から、無理

のない範囲でお話ししていただきたい。 

 委員からの

意見・提言 

 

１ 私の住んでいる地区は他と比べものにならないくらい

積雪が多い。雪の影響で亡くなった方がおられるという報

道がある。私たちも気を付けないといけないと思う。 

 【警察】 

災害となれば島根県が災害対策本部を立ち上げ、警察も

情報共有を図ることとなる。今後このような動きがあれば

住民にも情報提供させてもらう。 

２ 運営指針にある「強く優しい」と言う言葉のとおり、事

件や事故には毅然とした態度で対応し、住民に寄り添った

信頼される警察であってほしい。 



写    真 

 

   

【委員による意見発表状況】 

  


